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(57)【要約】
【課題】  液晶ディスプレイの画素信号線モジュールの
提供。
【解決手段】  複数の画素がマトリクス式に交錯配列さ
れてなる液晶ディスプレイパネルにあって、複数条の信
号走査線を利用し各一つの横向き配列のサブ画素が連接
され、複数条の縦向きのデータ信号線を有して縦向きの
サブ画素の交錯配列により交替して左向き或いは右向き
にシフトし、鋸歯状配線方式により、順に隣り合う二つ
の縦列中のサブ画素が一つに連接される。本考案は信号
線がサブ画素の配列の配列による制限を受けず、解析度
及び比較的大きな信号線幅を有し、抵抗を減らし且つ信
号ひずみを改善する長所を有する。
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】  複数のサブ画素の明暗及びグレースケー
ルコントラストを制御することにより液晶ディスプレイ
に画像を表示させる液晶ディスプレイの画素信号線モジ
ュールにおいて、サブ画素がマトリクス式に交錯配列さ
れ、隣り合うサブ画素間にある局部ブロックが相互に対
応し、各一つのサブ画素が一つの横向きの第１信号線及
び一つの縦向きの第２信号線の駆動を受け、各一つの第
２信号線が縦向きのサブ画素の交錯配列により交替して
左向き及び右向きにシフトし、垂直鋸歯状方式で、順に
縦向きの隣り合うサブ画素の局部ブロックを相互に連接
することを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線
モジュール。
【請求項２】  請求項１に記載の液晶ディスプレイの画
素信号線モジュールにおいて、第１信号線及び第２信号
線がそれぞれ信号走査線とデータ信号線とされたことを
特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュー
ル。
【請求項３】  請求項１に記載の液晶ディスプレイの画
素信号線モジュールにおいて、第１信号線及び第２信号
線がそれぞれデータ信号線と信号走査線とされたことを
特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュー
ル。
【請求項４】  請求項１に記載の液晶ディスプレイの画
素信号線モジュールにおいて、各一つの横向きの第１信
号線が横向きのサブ画素の交錯配列により交替して上及
び下向きにシフトし、水平鋸歯状方式で、順に横向きの
隣り合うサブ画素の局部ブロックを相互に連接すること
を特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュー
ル。
【請求項５】  請求項１に記載の液晶ディスプレイの画
素信号線モジュールにおいて、各一つの第２信号線のカ
バーするサブ画素の水平幅と二つの隣り合うサブ画素の
水平方向ピッチ総和が横ピッチと定義され、即ち各一つ
の第２信号線の左向き及び右向きのシフト量が、横ピッ
チの１０％から９０％とされたことを特徴とする、液晶
ディスプレイの画素信号線モジュール。
【請求項６】  請求項１に記載の液晶ディスプレイの画
素信号線モジュールにおいて、各一つの第２信号線のカ
バーするサブ画素の水平幅と二つの隣り合うサブ画素の
水平方向ピッチ総和が横ピッチと定義され、且つ各一つ
の第１信号線のカバーするサブ画素の垂直幅と二つの隣
り合うサブ画素の垂直方向ピッチの総和が縦ピッチと定
義され、該横ピッチと縦ピッチの長さ比が０．４から
２．５とされたことを特徴とする、液晶ディスプレイの
画素信号線モジュール。
【請求項７】  請求項１に記載の液晶ディスプレイの画
素信号線モジュールにおいて、各一つのサブ画素が多角
形とされたことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素
信号線モジュール。
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【請求項８】  請求項１に記載の液晶ディスプレイの画
素信号線モジュールにおいて、第１信号線と第２信号線
がＩＴＯの透明導電薄膜で形成されたモジュルとされた
ことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジ
ュール。
【請求項９】  請求項１に記載の液晶ディスプレイの画
素信号線モジュールにおいて、サブ画素がそれぞれ均等
に赤、青、緑の三種類のカラーより選択されたことを特
徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュール。
【請求項１０】  複数のサブ画素の明暗及びグレースケ
ールコントラストを制御することにより液晶ディスプレ
イに画像を表示させる液晶ディスプレイの画素信号線モ
ジュールにおいて、サブ画素がマトリクス式に交錯配列
され、隣り合うサブ画素間にある局部ブロックが相互に
対応し、各一つのサブ画素が一つの横向きの第１信号線
及び一つの縦向きの第２信号線の駆動を受け、各一つの
第１信号線が横向きのサブ画素の交錯配列により交替し
て上向き及び下向きにシフトし、水平鋸歯状方式で、順
に横向きの隣り合うサブ画素の局部ブロックを相互に連
接することを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号
線モジュール。
【請求項１１】  請求項１０に記載の液晶ディスプレイ
の画素信号線モジュールにおいて、第１信号線及び第２
信号線がそれぞれ信号走査線とデータ信号線とされたこ
とを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュ
ール。
【請求項１２】  請求項１０に記載の液晶ディスプレイ
の画素信号線モジュールにおいて、第１信号線及び第２
信号線がそれぞれデータ信号線と信号走査線とされたこ
とを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュ
ール。
【請求項１３】  請求項１０に記載の液晶ディスプレイ
の画素信号線モジュールにおいて、各一つの縦向きの第
２信号線が縦向きのサブ画素の交錯配列により交替して
左及び右向きにシフトし、垂直鋸歯状方式で、順に縦向
きの隣り合うサブ画素の局部ブロックを相互に連接する
ことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジ
ュール。
【請求項１４】  請求項１０に記載の液晶ディスプレイ
の画素信号線モジュールにおいて、各一つの第１信号線
のカバーするサブ画素の垂直幅と二つの隣り合うサブ画
素の垂直方向ピッチ総和が縦ピッチと定義され、即ち各
一つの第１信号線の上向き及び下向きのシフト量が、縦
ピッチの１０％から９０％とされたことを特徴とする、
液晶ディスプレイの画素信号線モジュール。
【請求項１５】  請求項１０に記載の液晶ディスプレイ
の画素信号線モジュールにおいて、各一つの第１信号線
のカバーするサブ画素の水平幅と二つの隣り合うサブ画
素の水平方向ピッチ総和が横ピッチと定義され、且つ各
一つの第１信号線のカバーするサブ画素の垂直幅と二つ
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の隣り合うサブ画素の垂直方向ピッチの総和が縦ピッチ
と定義され、該横ピッチと縦ピッチの長さ比が０．４か
ら２．５とされたことを特徴とする、液晶ディスプレイ
の画素信号線モジュール。
【請求項１６】  請求項１０に記載の液晶ディスプレイ
の画素信号線モジュールにおいて、各一つのサブ画素が
多角形とされたことを特徴とする、液晶ディスプレイの
画素信号線モジュール。
【請求項１７】  請求項１０に記載の液晶ディスプレイ
の画素信号線モジュールにおいて、第１信号線と第２信
号線がＩＴＯの透明導電薄膜で形成されたモジュルとさ
れたことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線
モジュール。
【請求項１８】  請求項１０に記載の液晶ディスプレイ
の画素信号線モジュールにおいて、サブ画素がそれぞれ
均等に赤、青、緑の三種類のカラーより選択されたこと
を特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュー
ル。
【図面の簡単な説明】
【図１】周知の画素信号線モジュールの表示図である。
【図２】本考案による液晶ディスプレイパネル構造表示*
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*図である。
【図３】本考案の画素信号線モジュール表示図である。
【図４】本考案のもう一つの実施例表示図である。
【図５】本考案のさらにもう一つの実施例表示図であ
る。
【符号の説明】
１０  画素信号線モジュール          １２  サブ画素
１４  データ信号線                １６  信号走査線
１８  データ信号線駆動回路        ２０  信号走査線
駆動回路
３０  液晶ディスプレイパネル      ３２  透明基板
３２’  透明基板                  ３４  カラーフィ
ルタ
３６  透明電極板                  ３６’  透明電極
板
３８  液晶層                      ４０  偏光板
４２  サブ画素                    ４４  局部ブロッ
ク
４６  データ信号線                ４８  信号走査線
５０  駆動手段

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】
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【考案の詳細な説明】

      【０００１】

    【考案の属する技術分野】

  本考案は一種の液晶ディスプレイに係り、特に一種の液晶ディスプレイの画素

信号線モジュールに関する。

      【０００２】

    【従来の技術】

  科学技術と生活品質の向上に伴い、情報化製品が深く生活の隅々にまで浸透し

、ディスプレイは現在の情報社会中で不可欠の配備とされ、その演じる役割は画

面と文字信号を表現する出力装置とされ、ディスプレイ中の一つの画像の出力は

、多くの異なる色及び輝度の画素で組成され、且つ各一つの画素は、それぞれ赤

、緑、青の三原色を有するサブ画素で組成され、各一つのサブ画素は１本の信号

走査線（Ｃｏｍｍｏｎ）及び１本のデータ伝送線（Ｓｅｇｍｅｎｔ）に連接され

、且つ各一つの信号走査線は信号走査線駆動回路の供給する走査信号に駆動され

、各一つのデータ信号線はデータ信号線駆動回路の提供する画像データを受け、

これにより各一つのサブ画素の明と暗が制御され、三原色の比例による調和を透

過し、フルカラーモードの色彩が表示される。

      【０００３】

  周知の液晶ディプレイ中にあって、赤Ｒ、青Ｂ、緑Ｇの複数のサブ画素１２が

マトリクス式に配列される時、その画素駆動モジュール１０は図１のようであり

、データ伝送線１４は縦向きに平行設置され、且つ各１本のデータ伝送線１４は

横向き配列中の二つの隣り合うサブ画素１２のピッチを通過せねばならず、これ

により縦向きに間隔を以て配置されたサブ画素１２が連接される。信号走査線１

６は横向きに平行設置され、これにより各一つの横向き配列のサブ画素１２が連

接され、液晶ディスプレイパネルの辺縁にあってデータ信号線駆動回路１８と信

号走査線駆動回路２０が設置され、駆動信号を制御して快速且つ反復して各サブ

画素１２を走査して一つの画面を構成する。

      【０００４】

  一般に携帯型の液晶ディスプレイは軽薄短小のマイクロ化に向けて発展し、画
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像解析度を下げない条件の下、隣り合うサブ画素間のピッチを減少せねばならず

、これにより上述の信号線モジュール中、信号線の幅を相対的に小さくする必要

があり、このため信号線の抵抗が増大し、液晶ディスプレイの運転時の電圧が高

く、負荷が大きく且つ電力消耗が高くなる欠点が発生し、且つこのようなレイア

ウトは信号の減衰速度が速く信号ひずみを発生する状況を形成した。

      【０００５】

    【考案が解決しようとする課題】

  このため本考案では上述の欠点に対してサブ画素ピッチ制限を受けない液晶デ

ィスプレイの画素信号線モジュールを提供する。

      【０００６】

  本考案の主要な目的は、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールを提供する

ことにあり、それは、カラーフィルタのサブ画素の配列の制限を受けず、比較的

大きなＩＴＯ信号線幅を具え、抵抗を下げ且つ信号ひずみの状況を改善できるも

のとする。

      【０００７】

  本考案のもう一つの目的は、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールを提供

することにあり、それは液晶ディスプレイの負荷が小さく且つ電力消耗量が低い

ものとする。

      【０００８】

  本考案のさらに一つの目的は、液晶ディスプレイの解析度を高める液晶ディス

プレイの画素信号線モジュールを提供することにある。

      【０００９】

    【課題を解決するための手段】

  請求項１の考案は、複数のサブ画素の明暗及びグレースケールコントラストを

制御することにより液晶ディスプレイに画像を表示させる液晶ディスプレイの画

素信号線モジュールにおいて、サブ画素がマトリクス式に交錯配列され、隣り合

うサブ画素間にある局部ブロックが相互に対応し、各一つのサブ画素が一つの横

向きの第１信号線及び一つの縦向きの第２信号線の駆動を受け、各一つの第２信

号線が縦向きのサブ画素の交錯配列により交替して左向き及び右向きにシフトし
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、垂直鋸歯状方式で、順に縦向きの隣り合うサブ画素の局部ブロックを相互に連

接することを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとしている

。

  請求項２の考案は、請求項１に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジュー

ルにおいて、第１信号線及び第２信号線がそれぞれ信号走査線とデータ信号線と

されたことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとしている

。

  請求項３の考案は、請求項１に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジュー

ルにおいて、第１信号線及び第２信号線がそれぞれデータ信号線と信号走査線と

されたことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとしている

。

  請求項４の考案は、請求項１に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジュー

ルにおいて、各一つの横向きの第１信号線が横向きのサブ画素の交錯配列により

交替して上及び下向きにシフトし、水平鋸歯状方式で、順に横向きの隣り合うサ

ブ画素の局部ブロックを相互に連接することを特徴とする、液晶ディスプレイの

画素信号線モジュールとしている。

  請求項５の考案は、請求項１に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジュー

ルにおいて、各一つの第２信号線のカバーするサブ画素の水平幅と二つの隣り合

うサブ画素の水平方向ピッチ総和が横ピッチと定義され、即ち各一つの第２信号

線の左向き及び右向きのシフト量が、横ピッチの１０％から９０％とされたこと

を特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとしている。

  請求項６の考案は、請求項１に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジュー

ルにおいて、各一つの第２信号線のカバーするサブ画素の水平幅と二つの隣り合

うサブ画素の水平方向ピッチ総和が横ピッチと定義され、且つ各一つの第１信号

線のカバーするサブ画素の垂直幅と二つの隣り合うサブ画素の垂直方向ピッチの

総和が縦ピッチと定義され、該横ピッチと縦ピッチの長さ比が０．４から２．５

とされたことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとしてい

る。

  請求項７の考案は、請求項１に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジュー
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ルにおいて、各一つのサブ画素が多角形とされたことを特徴とする、液晶ディス

プレイの画素信号線モジュールとしている。

  請求項８の考案は、請求項１に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジュー

ルにおいて、第１信号線と第２信号線がＩＴＯの透明導電薄膜で形成されたモジ

ュルとされたことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとし

ている。

  請求項９の考案は、請求項１に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジュー

ルにおいて、サブ画素がそれぞれ均等に赤、青、緑の三種類のカラーより選択さ

れたことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとしている。

  請求項１０の考案は、複数のサブ画素の明暗及びグレースケールコントラスト

を制御することにより液晶ディスプレイに画像を表示させる液晶ディスプレイの

画素信号線モジュールにおいて、サブ画素がマトリクス式に交錯配列され、隣り

合うサブ画素間にある局部ブロックが相互に対応し、各一つのサブ画素が一つの

横向きの第１信号線及び一つの縦向きの第２信号線の駆動を受け、各一つの第１

信号線が横向きのサブ画素の交錯配列により交替して上向き及び下向きにシフト

し、水平鋸歯状方式で、順に横向きの隣り合うサブ画素の局部ブロックを相互に

連接することを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとしてい

る。

  請求項１１の考案は、請求項１０に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジ

ュールにおいて、第１信号線及び第２信号線がそれぞれ信号走査線とデータ信号

線とされたことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとして

いる。

  請求項１２の考案は、請求項１０に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジ

ュールにおいて、第１信号線及び第２信号線がそれぞれデータ信号線と信号走査

線とされたことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとして

いる。

  請求項１３の考案は、請求項１０に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジ

ュールにおいて、各一つの縦向きの第２信号線が縦向きのサブ画素の交錯配列に

より交替して左及び右向きにシフトし、垂直鋸歯状方式で、順に縦向きの隣り合
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うサブ画素の局部ブロックを相互に連接することを特徴とする、液晶ディスプレ

イの画素信号線モジュールとしている。

  請求項１４の考案は、請求項１０に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジ

ュールにおいて、各一つの第１信号線のカバーするサブ画素の垂直幅と二つの隣

り合うサブ画素の垂直方向ピッチ総和が縦ピッチと定義され、即ち各一つの第１

信号線の上向き及び下向きのシフト量が、縦ピッチの１０％から９０％とされた

ことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとしている。

  請求項１５の考案は、請求項１０に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジ

ュールにおいて、各一つの第１信号線のカバーするサブ画素の水平幅と二つの隣

り合うサブ画素の水平方向ピッチ総和が横ピッチと定義され、且つ各一つの第１

信号線のカバーするサブ画素の垂直幅と二つの隣り合うサブ画素の垂直方向ピッ

チの総和が縦ピッチと定義され、該横ピッチと縦ピッチの長さ比が０．４から２

．５とされたことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとし

ている。

  請求項１６の考案は、請求項１０に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジ

ュールにおいて、各一つのサブ画素が多角形とされたことを特徴とする、液晶デ

ィスプレイの画素信号線モジュールとしている。

  請求項１７の考案は、請求項１０に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジ

ュールにおいて、第１信号線と第２信号線がＩＴＯの透明導電薄膜で形成された

モジュールとされたことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュー

ルとしている。

  請求項１８の考案は、請求項１０に記載の液晶ディスプレイの画素信号線モジ

ュールにおいて、サブ画素がそれぞれ均等に赤、青、緑の三種類のカラーより選

択されたことを特徴とする、液晶ディスプレイの画素信号線モジュールとしてい

る。

      【００１０】

    【考案の実施の形態】

  本考案によると、複数の、赤、青、緑の三種類のカラーより選んだサブ画素が

マトリクス方式で交錯配列されてなる液晶ディスプレイパネルにあって、画素信
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号線モジュールが、各一つの横向きに整然と配列されたサブ画素が、一つの信号

走査線で連接され、各一つの縦向きのデータ信号線が縦向きのサブ画素の交錯配

列により交替して左向き或いは右向きにシフトし、これによりデータ信号線が鋸

歯状方式で、順に隣り合う二つの縦向き配列中のサブ画素を連接している。

      【００１１】

    【実施例】

  液晶ディスプレイパネル３０は、図２に示されるように、二つの透明基板３２

、３２’間に上から下に、順に、カラーフィルタ３４、透明電極板３６、液晶層

３８及び透明電極板３６’が挟まれ、且つ二つの透明基板３２、３２’の外表面

がそれぞれ偏光板４０で被覆され、該カラーフィルタ３４に複数の、それぞれ赤

Ｒ、緑Ｇ、青Ｂより選んだサブ画素２２がマトリクス方式で均一に交錯配列され

てなり、間隔を開けて配置された横列のサブ画素４２が、隣り合う横列の二つの

サブ画素４２の間に配置され、且つ局部ブロック４４が相互に対応し、各一つの

サブ画素４２の明暗が、横向きの第１信号線及び縦向きの第２信号線に連接され

、該第１信号線及び第２信号はそれぞれ信号走査線４８とデータ信号線４６とさ

れる。そのうち、各一つの信号走査線４８は平行に設置され且つ各一つの横向き

配列のサブ画素４２をカバーし、各一つのデータ信号線４６は縦向きのサブ画素

４２の交錯配列により、交替して左向き及び右向きにシフトし、こうして鋸歯状

の構造を形成し、これにより順に隣り合う二つの縦列中のサブ画素４２の局部ブ

ロック４４を相互に連接している。

      【００１２】

  上述のデータ信号線４６及び信号走査線４８はそれぞれ上下層のＩＴＯで組成

されたモジュールとされ、それは均一に液晶ディスプレイパネル３０の透明電極

板３６、３６’に設置され、各一つのデータ信号線４６及び各一つの信号走査線

４８は並びに液晶ディスプレイパネル３０辺縁に設置された駆動手段５０と連接

され、これによりデータ信号線４６と信号走査線４８が駆動手段５０の駆動を受

け、サブ画素４２の明暗コントラストが制御され、異なるカラーのサブ画素４２

の組合せ変化により一系列の異なるカラーの画像を得られる。もし上述の各一つ

のデータ信号線４６のカバーするサブ画素４２の水平幅と二つの隣り合うサブ画
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素４２の水平方向ピッチ総和が横ピッチ（Ｐｘ）と定義され、各一つの信号走査

線４８のカバーするサブ画素４２の垂直幅と二つの隣り合うサブ画素４２の垂直

方向ピッチの総和が縦ピッチＰｙと定義されるなら、即ち横ピッチ及び縦ピッチ

の長さ比は０．４から２．５とされ、各一つのデータ信号線４６の左向き及び右

向きのシフト量は、即ち横ピッチの１０％から９０％とされる。

      【００１３】

  本考案によると、データ信号線４６の鋸歯状に連接されたサブ画素４２の局部

ブロック４４の設計により、データ信号線４６が液晶ディスプレイパネル３０の

サブ画素４２の配列の制限を受けず、比較的大きな幅を有し、周知の液晶ディス

プレイパネル３０のデータ信号線のレイアウトに較べ、本考案は解析度を高め及

び抵抗を低くする長所を有し、信号にひずみが発生する状況を防止し、抵抗を下

げ並びに液晶ディスプレイパネル３０の必要な駆動電圧を小さくし、負荷量と電

力消耗量を下げることができる。

      【００１４】

  本考案のもう一つの実施例は図４に示されるようであり、各一つのサブ画素４

２が多角形形状とされ、サブ画素の配列が亀甲状とされ、且つデータ信号線４６

が縦向きのサブ画素４２の交錯配列により交替して左向き及び右向きにシフトし

、縦向きに鋸歯状の方式を以て、順に各隣り合う二つの縦列中のサブ画素４２が

連接され、且つ各一つの縦向き配列のサブ画素４２上をカバーし、横向きの信号

走査線４８が各一つの横向きに整然と配列されたサブ画素４２をカバーする。

      【００１５】

  相対的に、本考案の画素信号線モジュールは異なるサブ画素配列上に応用可能

で、図５に示されるように、交錯配列のサブ画素４２中にあって、各間隔を開け

た一つの縦列のサブ画素４２が隣り合う縦列の二つのサブ画素４２の間に設置さ

れ、縦向きのデータ信号線４６は平行設置され且つ各一つの縦向きに整然と配列

されたサブ画素４２をカバーし、各一つの信号走査線４８は横向きのサブ画素４

２の交錯配列により交替して上向き及び下向きにシフトし、水平方向鋸歯状構造

を形成し、横向きに順に各隣り合う二つの横列中のサブ画素４２をカバーし、且

つ隣り合うサブ画素４２の横向きに相互に対応する局部ブロック４４を連接して
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いる。

      【００１６】

  以上の実施例は本考案の実施範囲を限定するものではなく、本考案に基づきな

しうる細部の修飾或いは改変は、いずれも本考案の請求範囲に属するものとする

。

      【００１７】

    【考案の効果】

  本考案によると、複数の画素がマトリクス式に交錯配列されてなる液晶ディス

プレイパネルにあって、複数条の信号走査線を利用し各一つの横向き配列のサブ

画素が連接され、複数条の縦向きのデータ信号線を有して縦向きのサブ画素の交

錯配列により交替して左向き或いは右向きにシフトし、鋸歯状配線方式により、

順に隣り合う二つの縦列中のサブ画素が一つに連接される。本考案は信号線がサ

ブ画素の配列の配列による制限を受けず、解析度及び比較的大きな信号線幅を有

し、抵抗を減らし且つ信号ひずみを改善する長所を有する。
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